


 

 

今年４月に実施された調査の結果から本校児童の学力や学習状況の概要をお知らせいたします。 

 

 

 

各教科の特に良いあらわれと改善が必要なあらわれは、次のとおりでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査の結果から、全国や県と比べて、次のようなことが分かりました。 

令和６年度 全国学力・学習状況調査について（北上小学校） 

国語   全国・県とほぼ同じ 
算数   全国・県とほぼ同じ 

《特に良いあらわれ》 
・目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを

区別して書くなど、自分の考えが伝わるよう
に書き表し方を工夫することができる。 

・登場人物の相互関係や心情などについて、描
写を基に捉えることができる。 

《改善が必要なあらわれ》 
・目的や意図に応じて、日常生活の中から話題

を決め、伝え合う内容を適切に選ぶ力に課題
がある。 

・話し言葉と書き言葉の違いについての理解に
課題がある。 

【今後は…】 
◎文章を細かく区切りながら、出題の意

図を捉えられるように発問し、問題文
への理解を深められるようにします。 

 
◎構成した文章を友達と読み合い、改め

て読み直す機会を増やします。 
 
◎情報を整理したり、意図をくんだりす

る活動を取り入れます。 
 

《特に良いあらわれ》 
・計算に関して成り立つ性質を活用して、計

算の仕方を考え、求め方と答えを式や言葉
を用いて記述することができる。 

・直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係に
ついて理解できている。 

・簡単な二次元の表を読み取り、必要なデー
タを取り出して、落ちや重なりがないよう
に分類整理することができる。 

《改善が必要なあらわれ》 
・速さの意味について理解に課題がある。 
・数量の関係を□を用いた式に表す力に課題

がある。 
・割る数が小数である場合の割り算において、

割る数と答えの大きさの関係についての理
解に課題がある。 

国語 

算数 

【今後は…】 
◎図やイラストを使って考えること

で、問題のイメージをもてるように
します。 

 

◎未知の数量を表す記号として文字や
記号などを用いて、問題場面どおり
に数量の関係を、式に表すことがで
きるようにします。 

 
◎計算のみの定着でなく、身の回りに

ある数値や数量に目を向け、性質を
理解し、より身近な考え方が出来る
ようにします。 

 

《特に良いあらわれ》 
・自分にはよいところがあると思っている子どもが多い。 
・「人の役に立ちたい」と思っている子どもが多い。 
・学校の授業以外に 1 時間以上学習をする時間を確保している子どもが多い。 
《改善が必要なあらわれ》 
・分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫し

ようとする力に課題がある。 

質問紙調査の結果 


